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貧酸素水塊速報
（2020年）

令和2年10月19日観測結果

令和2年10月20日

　貧酸素水塊は解消していました（図1,2,3）。
　水温は表層18～20℃，底層19～21℃です。
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2020年10月19日 : 溶存酸素

単位：ml/L

図１ 底層の溶存酸素量分布（赤線は縦断ライン）

10

8

6

4

2

0

2.00

3.06

3.6
2.38

2.35

0.8

0.25
0.5

1.85 0.6

1.970.76

0
0.5

0.790.01

0.46

1.29
1.25

1.56

0.84
0.49

0.245

1.428

0.595

0.763

0.266

0.6860.21

2007年07月18日 16時 : 観測結果

図２ 縦断ラインでのDO鉛直分布
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図３ 貧酸素水塊の規模
（左図で貧酸素水塊（2.5ml/L以下）が占める割合）

←湾奥 富津→


